
 

 

 

 

 



（記号論理学シケプリ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 





（使用上の注意） 
このシケプリは、750万年後の駒場において、「テジンタイル」（「恒河沙」参照。

500万年後の駒場の生物）の進化した、「シクレトプス」により作られる「暗号

シケプリ」を真似たシケプリです。 

 

生物紹介 

「シクレトプス」（学名 secretops pyrrhogaster） 

７５０万年後の駒場では、５００万年後

の駒場と同様に、教務課の圧力によりシ

ケプリやカコモンの流通が途絶えている。

そんな中、シクレトプスは、「暗号化能力」

を生かして、暗号化したシケプリや過去

問を作成し、流通させることに成功する。

暗号化された文章なら、教務課もシケプ

リや過去問だとは気づかずに見逃すとい

うわけである。しかしシクレトプスは、シケプリや過去問に見せかけた偽シケプリ（使うと必ず不可になる）や全く無意味な文章を作っていたのだ。こうすることで、シケプリや過去問に頼っていた他の生物たちは、試験勉強を意味のない暗シクレトプス自身は分かりやすい教科書を読み、栄えていくのである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

















































































































 

 





































































































































































 

 

 

 

 

 








